

生活 (せいかつ)保護 (ほご)のしおり
生活 (せいかつ)保護 (ほご)の申請 (しんせい)は憲法 (けんぽう)第 (だい)２５条 (じょう)で保障 (ほしょう)された国民 (こくみん)の権利 (けんり)です。
ためらわずご相 (そう)談 (だん)ください。
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このしおりは生活 (せいかつ)保護 (ほご)制度 (せいど)に関 (かん)して簡潔 (かんけつ)にまとめたものです。
ご不明点 (ふめいてん)等 (とう)ございましたら、下記 (かき)までお問 (と)い合 (あ)わせください。

　　　　　　　戸田市 (とだし)役所 (やくしょ)　生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)
　　　　　　　〒３３５－８５８８
　　　　　　　　戸田市 (とだし)上戸 (かみと)田 (だ)１－１８－１
　　　　　　　　電話 (でんわ)　０４８－４４１－１８００（代表 (だいひょう)）
　　　　　　　　　　　内線 (ないせん)２３９・２４０・６５５・２９１
０４８－４２４－９５６５（直通 (ちょくつう)）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 (れいわ)７年 (ねん)８月版 (がつばん)
～生活 (せいかつ)保護 (ほご)を申請 (しんせい)しようとしている方 (かた)へ～
1. 生活 (せいかつ)保護 (ほご)制度 (せいど)とは
　私 (わたし)たちは、生活 (せいかつ)しているうちに病気 (びょうき)やけがなどにより働 (はたら)けなくなったりして収入 (しゅうにゅう)が少 (すく)なくなり、生活 (せいかつ)に困 (こま)ることがあります。生活 (せいかつ)保護 (ほご)制度 (せいど)は、このように生活 (せいかつ)に困 (こま)っている方 (かた)に対 (たい)して、その困窮 (こんきゅう)の程度 (ていど)に応 (おう)じて必要 (ひつよう)な保護 (ほご)を行 (おこな)い、健康 (けんこう)で文化的 (ぶんかてき)な最低 (さいてい)限度 (げんど)の生活 (せいかつ)を保障 (ほしょう)するとともに、自立 (じりつ)を助長 (じょちょう)することを目的 (もくてき)としています。この制度 (せいど)は、生活 (せいかつ)保護法 (ほごほう)（以下 (いか)「法 (ほう)」という。）に基 (もと)づいて行 (おこな)われます。

2. 生活 (せいかつ)保護 (ほご)の種類 (しゅるい)
[image: C:\Users\26816\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.Word\勉強.png][image: C:\Users\26816\Desktop\母子.png][image: C:\Users\26816\Desktop\家.png]　生活 (せいかつ)保護 (ほご)には、次 (つぎ)の８種類 (しゅるい)の扶助 (ふじょ)があります。
	生活 (せいかつ)扶助 (ふじょ)
	毎日 (まいにち)の生活 (せいかつ)に必要 (ひつよう)な食費 (しょくひ)や光熱 (こうねつ)水費 (すいひ)などの費用 (ひよう)です。

	住宅 (じゅうたく)扶助 (ふじょ)
	家賃 (やちん)、地代 (ちだい)または住宅 (じゅうたく)の修理費 (しゅうりひ)などの費用 (ひよう)です。

	教育 (きょういく)扶助 (ふじょ)
	義務 (ぎむ)教育 (きょういく)に必要 (ひつよう)な学用品代 (がくようひんだい)、給 (きゅう)食費 (しょくひ)などの費用 (ひよう)です。

	介護 (かいご)扶助 (ふじょ)
	介護 (かいご)サービスを利用 (りよう)する場合 (ばあい)にかかる費用 (ひよう)です。

	医療 (いりょう)扶助 (ふじょ)
	医療 (いりょう)機関 (きかん)に受診 (じゅしん)した場合 (ばあい)、薬局 (やっきょく)で薬 (くすり)を処方 (しょほう)された場合 (ばあい)の費用 (ひよう)です。（保険 (ほけん)適用内 (てきようない)に限 (かぎ)る）

	出産 (しゅっさん)扶助 (ふじょ)
	出産 (しゅっさん)にかかる費用 (ひよう)です。

	生業 (せいぎょう)扶助 (ふじょ)　　　　　　
	高等 (こうとう)学校 (がっこう)に就学 (しゅうがく)するために必要 (ひつよう)な費用 (ひよう)、技術 (ぎじゅつ)を身 (み)につけるための費用 (ひよう)や就職 (しゅうしょく)準備 (じゅんび)などの費用 (ひよう)です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	葬祭 (そうさい)扶助 (ふじょ)
	葬祭 (そうさい)等 (とう)にかかる費用 (ひよう)です。


※支給 (しきゅう)方法 (ほうほう)は、金銭 (きんせん)で支給 (しきゅう)される場合 (ばあい)と、介護扶助 (かいごふじょ)、医療 (いりょう)扶助 (ふじょ)のように生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)が代 (か)わって支払 (しはら)いをする場合 (ばあい)があります。


3. 保護 (ほご)の決定 (けってい)方法 (ほうほう)
　保護 (ほご)は原則 (げんそく)として、世帯 (せたい)（くらしをともにしている家族 (かぞく)）を単位 (たんい)として、その世帯 (せたい)の最低 (さいてい)生活費 (せいかつひ)の額 (がく)と世帯 (せたい)全員 (ぜんいん)の収入 (しゅうにゅう)額 (がく)を比較 (ひかく)し、不足 (ふそく)する場合 (ばあい)にその不足 (ふそく)する額 (がく)が保護費 (ほごひ)として支給 (しきゅう)されるしくみになっています。
	最低 (さいてい)生活費 (せいかつひ)
	その世帯 (せたい)のくらしの実態 (じったい)（年齢 (ねんれい)、人数 (にんずう)、健康 (けんこう)状態 (じょうたい)、住 (す)んでいる地域 (ちいき)など）をもとに国 (くに)で決 (き)めた基準 (きじゅん)により計算 (けいさん)された１か月分 (げつぶん)の生活費 (せいかつひ)で、月 (つき)によって変 (か)わる場合 (ばあい)があります。

	
	
	

	収 (しゅう)　入 (にゅう)
	働 (はたら)いて得 (え)た収入 (しゅうにゅう)、年金 (ねんきん)・手当 (てあて)など他 (た)の法律 (ほうりつ)等 (とう)により支給 (しきゅう)される金銭 (きんせん)、親 (おや)、子 (こ)ども、兄弟 (きょうだい)姉妹 (しまい)などからの仕送 (しおく)り援助 (えんじょ)、資産 (しさん)を貸 (か)したり売 (う)ったりして得 (え)た収入 (しゅうにゅう)など、世帯員 (せたいいん)全員 (ぜんいん)の収入 (しゅうにゅう)を合計 (ごうけい)したものです。



	●保護 (ほご)が受 (う)けられる場合 (ばあい)
（収入 (しゅうにゅう)が最低 (さいてい)生活費 (せいかつひ)に満 (み)たないとき）
	最低 (さいてい)生活費 (せいかつひ)

	

	収 (しゅう)　入 (にゅう)
	保護費 (ほごひ)



	●保護 (ほご)が受 (う)けられない場合 (ばあい)
（収入 (しゅうにゅう)が最低 (さいてい)生活費 (せいかつひ)を上回 (うわまわ)るとき）
	最低 (さいてい)生活費 (せいかつひ)
	

	
	

	収 (しゅう)　入 (にゅう)
	





4. 生活 (せいかつ)保護 (ほご)が決定 (けってい)されるまで
◆生活 (せいかつ)保護 (ほご)の申請 (しんせい)
	　生活 (せいかつ)保護 (ほご)を受 (う)けるには、本人 (ほんにん)や家族 (かぞく)等 (とう)の申請 (しんせい)が必要 (ひつよう)です。
　申請 (しんせい)するときは、申 (しん)請書 (せいしょ)に必要 (ひつよう)事項 (じこう)を記入 (きにゅう)し、生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)に提出 (ていしゅつ)してください。病気 (びょうき)などで申請 (しんせい)の手続 (てつづ)きに来 (こ)られないときは、生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)に連絡 (れんらく)してください。
　※なお、申請 (しんせい)にあたり、マイナンバーを確認 (かくにん)させていただきます。調査 (ちょうさ)の実施 (じっし)や照会 (しょうかい)への回答 (かいとう)に利用 (りよう)しますが、マイナンバーがわからなくても、申請 (しんせい)は可能 (かのう)です。
　申請 (しんせい)に伴 (ともな)い、調査 (ちょうさ)に必要 (ひつよう)な書類 (しょるい)や資料 (しりょう)の提出 (ていしゅつ)をお願 (ねが)いしております。
	




〇持 (も)ち物 (もの)※すべて揃 (そろ)っていなくても申請 (しんせい)は可能 (かのう)です。　　　　　　　　　　　　
	持 (も)ち物 (もの)一覧 (いちらん)
	チェック

	アパート賃貸借 (ちんたいしゃく)契約書 (けいやくしょ)、家賃 (やちん)納入書 (のうにゅうしょ)、地代 (ちだい)契約書 (けいやくしょ)
	

	預金 (よきん)通帳 (つうちょう)(記帳済 (きちょうず)みのもの)、キャッシュカードの残高証明書 (ざんだかしょうめいしょ)（使用 (しよう)・未使用 (みしよう)問 (と)わず世帯 (せたい)全員分 (ぜんいんぶん)） 　　　　                                      
	

	加入中 (かにゅうちゅう)の健康 (けんこう)保険証 (ほけんしょう)または資格 (しかく)確認証 (かくにんしょう)（世帯 (せたい)全員分 (ぜんいんぶん)） (ぶん)
	

	受給者証 (じゅきゅうしゃしょう)（ひとり親 (おや)家庭 (かてい)等 (とう)医療 (いりょう)、こども医療 (いりょう)、重度 (じゅうど)心身 (しんしん)障害者 (しょうがいしゃ)医療 (いりょう)、自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)）
	

	介 (かい)護 (ご)保 (ほ)険 (けん)被 (ひ)保 (ほ)険 (けん)者 (しゃ)証 (しょう)
	

	年金 (ねんきん)（国民 (こくみん)･ (・)厚生 (こうせい)･ (・)共済 (きょうさい)･ (・)恩給 (おんきゅう)）証書 (しょうしょ)、年金 (ねんきん)改定 (かいてい)通知 (つうち)、年金 (ねんきん)支払 (しはらい)通知 (つうち)
	

	手当 (てあて)（児童 (じどう)手当 (てあて)･ (・)児童 (じどう)扶養 (ふよう)手当 (てあて)･ (・)特別 (とくべつ)児童 (じどう)扶養 (ふよう)手当 (てあて)･ (・)傷病 (しょうびょう)手当 (てあて)･ (・)雇用 (こよう)保険 (ほけん)）
	

	手帳 (てちょう)（身体 (しんたい)障害 (しょうがい)･ (・)精神 (せいしん)障害 (しょうがい)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)･ (・)療育 (りょういく)･ (・)母子 (ぼし)健康 (けんこう)･ (・)国民 (こくみん)年金 (ねんきん)･ (・)厚生 (こうせい)年金 (ねんきん)）
	

	保険 (ほけん)（生命 (せいめい)･ (・)火災 (かさい)等 (とう)）加入 (かにゅう)証書 (しょうしょ)（県民 (けんみん)共済 (きょうさい)･ (・)簡易 (かんい)保険 (ほけん)等 (とう)を含 (ふく)む）、解約 (かいやく)返戻 (へんれい)金 (きん)試算書 (しさんしょ)
	

	扶養 (ふよう)義務者 (ぎむしゃ)の住所 (じゅうしょ)･ (・)氏名 (しめい)･ (・)電話番号 (でんわばんごう)等 (とう)（親 (おや)･ (・)兄弟 (きょうだい)･ (・)姉妹 (しまい)･ (・)子 (こ)･ (・)子 (こ)の親 (おや)）
	

	給与 (きゅうよ)明細書 (めいさいしょ)（前 (まえ)3か月分 (げつぶん)）、賞与 (しょうよ)明細書 (めいさいしょ)、通勤 (つうきん)定期券 (ていきけん)
	

	印鑑 (いんかん)（認 (みと)め）　※スタンプ印 (いん)は不可 (ふか)
	

	在留 (ざいりゅう)カード、特別 (とくべつ)永住者 (えいじゅうしゃ)証明書 (しょうめいしょ)、査証 (さしょう)
	

	運転 (うんてん)免許証 (めんきょしょう)、車 (しゃ)検証 (けんしょう)（自動車 (じどうしゃ)、自動 (じどう)二輪 (にりん)）、自動車 (じどうしゃ)保険 (ほけん)証書 (しょうしょ)、売却 (ばいきゃく)見積書 (みつもりしょ)、売却 (ばいきゃく)証明書 (しょうめいしょ)
	

	離婚 (りこん)調停 (ちょうてい)の関係 (かんけい)書類 (しょるい)、調停 (ちょうてい)成立 (せいりつ)証明書 (しょうめいしょ)、公正 (こうせい)証書 (しょうしょ)、判決 (はんけつ)文 (ぶん)
	

	その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	



◆調 (ちょう)　査 (さ)
	　申請 (しんせい)されると生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)のケースワーカーが家庭 (かてい)訪問 (ほうもん)などの方法 (ほうほう)により保護 (ほご)が必要 (ひつよう)かどうかの調査 (ちょうさ)をします。調査 (ちょうさ)内容 (ないよう)はこれまでの生活 (せいかつ)状況 (じょうきょう)、資産 (しさん)、世帯員 (せたいいん)の収入 (しゅうにゅう)、健康 (けんこう)状態 (じょうたい)、稼働 (かどう)能力 (のうりょく)、扶養 (ふよう)義務者 (ぎむしゃ)などです。
　また、生活 (せいかつ)保護法 (ほごほう)第 (だい)４条 (じょう)の「補足性 (ほそくせい)の原理 (げんり)」に基 (もと)づき、可能 (かのう)な範囲 (はんい)で以下 (いか)の内容 (ないよう)を十分 (じゅうぶん)に活用 (かつよう)してください。
	

　　　


	１．資産 (しさん)状況 (じょうきょう)　
預金 (よきん)、生命 (せいめい)保険 (ほけん)、土地 (とち)、家屋 (かおく)、自動車 (じどうしゃ)、貴金属 (ききんぞく)などの資産 (しさん)は、まず生活 (せいかつ)のために活用 (かつよう)していただくことになっています。
２．稼働 (かどう)能力 (のうりょく)
世帯員 (せたいいん)のうち働 (はたら)く能力 (のうりょく)のある方 (かた)は、その能力 (のうりょく)を活用 (かつよう)していただきます。
３．扶養 (ふよう)義務者 (ぎむしゃ)　
親 (おや)、祖父母 (そふぼ)、子 (こ)ども、孫 (まご)、兄弟 (きょうだい)姉妹 (しまい)など、民法上 (みんぽうじょう)の扶養 (ふよう)義務 (ぎむ)のある方 (かた)から援助 (えんじょ)を受 (う)けられる場合 (ばあい)は受 (う)けてください。なお、親族 (しんぞく)の扶養 (ふよう)は、可能 (かのう)な範囲 (はんい)の援助 (えんじょ)を行 (おこな)うものであり、援助 (えんじょ)可能 (かのう)な親族 (しんぞく)がいることによって、生活 (せいかつ)保護 (ほご)の利用 (りよう)ができないということにはなりません。
援助 (えんじょ)が期待 (きたい)できない方（生活 (せいかつ)保護 (ほご)受給者 (じゅきゅうしゃ)、施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)や長期 (ちょうき)入院中 (にゅういんちゅう)の方 (かた)、70歳 (さい)以上 (いじょう)の高齢者 (こうれいしゃ)や未成年者 (みせいねんしゃ)、専業 (せんぎょう)主婦 (しゅふ)・主夫 (しゅふ)等 (とう)の非稼働者 (ひかどうしゃ)、交流 (こうりゅう)を断 (だん)絶 (ぜつ)している方 (かた)）、ＤＶ（家 (か)庭内 (ていない)暴力 (ぼうりょく)）や虐待 (ぎゃくたい)などの特別 (とくべつ)な事情 (じじょう)がある場合 (ばあい)には、親族 (しんぞく)への照会 (しょうかい)を見合 (みあ)わせますので、事前 (じぜん)にご相 (そう)談 (だん)ください。※これ以外 (いがい)にも事情 (じじょう)のある方 (かた)はお申 (もう)し出 (で)ください。
４．他 (た)の制度 (せいど)の活用 (かつよう)　
生活 (せいかつ)保護法 (ほごほう)以外 (いがい)の制度 (せいど)（社会 (しゃかい)保険 (ほけん)、雇用 (こよう)保険 (ほけん)、各種 (かくしゅ)年金 (ねんきん)、恩給 (おんきゅう)、手当 (てあて)等 (とう)）で活用 (かつよう)できるものは、優先 (ゆうせん)して活用 (かつよう)していただきます。



◆決 (けっ)　定 (てい)
　調査 (ちょうさ)結果 (けっか)をもとに、定 (さだ)められた基準 (きじゅん)により保護 (ほご)が必要 (ひつよう)かどうか、また、必要 (ひつよう)ならどの程度 (ていど)のものか、福祉 (ふくし)事務 (じむ)所長 (しょちょう)が判断 (はんだん)し、申請 (しんせい)日 (び)から１４日 (か)以内 (いない)（遅 (おそ)くとも３０日 (にち)以内 (いない)）に決定 (けってい)し、その内容 (ないよう)を文書 (ぶんしょ)で申請者 (しんせいしゃ)に通知 (つうち)します。
　※暴力 (ぼうりょく)団員 (だんいん)は、原則 (げんそく)、生活 (せいかつ)保護 (ほご)を受給 (じゅきゅう)することができません。

～生活 (せいかつ)保護 (ほご)開始 (かいし)となった方 (かた)へ～

1. 権利 (けんり)として保障 (ほしょう)されること
（1） 生活 (せいかつ)保護 (ほご)の要件 (ようけん)を満 (み)たす限 (かぎ)り、誰 (だれ)でも平等 (びょうどう)に生活 (せいかつ)保護 (ほご)を受 (う)けることができます。
（2） 正当 (せいとう)な理由 (りゆう)がないのに、保護 (ほご)を止 (と)められたり、保護費 (ほごひ)を減 (へ)らされたりすることは
ありません。
（3） 保護費 (ほごひ)については、税金 (ぜいきん)を課 (か)せられたり、差 (さ)し押 (お)さえられることはありません。
（4） 保護の決定に不服 (ふふく)のある場合は、決定を知った日の翌日から起算 (きさん)して三箇月 (かげつ)以内 (いない)
埼玉県知事に対し審査 (しんさ)請求 (せいきゅう)を行うことができます。（法第６４条）
[image: ]
2. 守 (まも)っていただくこと
（1） 譲渡 (じょうと)禁止 (きんし)（法 (ほう)第 (だい)５９条 (じょう)）
保護 (ほご)を受 (う)ける権利 (けんり)を他人 (たにん)にゆずりわたすことはできません。
（2） 生活上 (せいかつじょう)の義務 (ぎむ)（法 (ほう)第 (だい)６０条 (じょう)）  (）　)         　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 働 (はたら)ける人 (ひと)は、少 (すこ)しでも収入 (しゅうにゅう)を増 (ふ)やすよう能力 (のうりょく)に応 (おう)じて働 (はたら)いてください。病気 (びょうき)の人 (ひと)は、医師 (いし)の指示 (しじ)に従 (したが)い、治療 (ちりょう)に努 (つと)めてください。
2 住宅費 (じゅうたくひ)や給食費 (きゅうしょくひ)、教材費 (きょうざいひ)等 (とう)は、それぞれの支給 (しきゅう)目的 (もくてき)のために使 (つか)い、滞納 (たいのう)しないでください。
3 [image: ]収入 (しゅうにゅう)・支出 (ししゅつ)等 (とう)の状況 (じょうきょう)を適切 (てきせつ)に把握 (はあく)するとともに支出 (ししゅつ)の節約 (せつやく)を図 (はか)り、生活 (せいかつ)の維持 (いじ)・向上 (こうじょう)に努 (つとめ)めてください。
（3） 届 (とど)け出 (で)の義務 (ぎむ)（法 (ほう)第 (だい)６１条 (じょう)）
あなたの届 (とど)け出 (で)をもとにして保護 (ほご)の内容 (ないよう)を決 (き)めますので、次 (つぎ)のような場合 (ばあい)は、　　　
すぐに担当 (たんとう)ケースワーカーに届 (とど)け出 (で)てください。
1 収 (しゅう)入 (にゅう)に変 (へん)化 (か)（臨時 (りんじ)収入 (しゅうにゅう)・金額 (きんがく)の増減 (ぞうげん)）があったとき。
収入 (しゅうにゅう)の例 (れい)（給与 (きゅうよ)・賞与 (しょうよ)・各種 (かくしゅ)年金 (ねんきん)・手当 (てあて)・生命 (せいめい)保険 (ほけん)の入院 (にゅういん)給付 (きゅうふ)金 (きん)・解約 (かいやく)返戻 (へんれい)金 (きん)・慰謝料 (いしゃりょう)・債務 (さいむ)整理 (せいり)による過払 (かばら)い金 (きん)・不動産 (ふどうさん)など資産 (しさん)の売却 (ばいきゃく)益 (えき)・相続 (そうぞく)・養育費 (よういくひ)・仕送 (しおく)り・インターネットオークションの売上金 (うりあげきん)・宝 (たから)くじ・保護 (ほご)受給後 (じゅきゅうご)の借入金 (かりいれきん)）
※なお、収入 (しゅうにゅう)がない場合 (ばあい)も、定期的 (ていきてき)に申告 (しんこく)が必要 (ひつよう)です。
2 生活 (せいかつ)状況 (じょうきょう)が変 (か)わったとき。
· 入退院 (にゅうたいいん)、事故 (じこ)、災害 (さいがい)、入 (にゅう)退 (たい)所 (しょ)、入学 (にゅうがく)・卒業 (そつぎょう)・休学 (きゅうがく)・退学 (たいがく)
· 結婚 (けっこん)・離婚 (りこん)・妊娠 (にんしん)、家族 (かぞく)の人数 (にんずう)が変 (か)わったとき。（出生 (しゅっしょう)・死亡 (しぼう)・転入 (てんにゅう)転出 (てんしゅつ)など）
· 就職 (しゅうしょく)・転職 (てんしょく)・休職 (きゅうしょく)・退職 (たいしょく)・開業 (かいぎょう)・廃業 (はいぎょう)
· 健康 (けんこう)保険 (ほけん)（社会 (しゃかい)保険 (ほけん)）に加入 (かにゅう)、喪失 (そうしつ)、内容 (ないよう)変更 (へんこう)
· しばらく家 (いえ)を留守 (るす)にするとき、遠 (とお)くに出 (で)かけるとき。（帰省 (きせい)等 (とう)）
· 住所 (じゅうしょ)・家賃 (やちん)が変 (か)わるとき（転居 (てんきょ)については必 (かなら)ず事前 (じぜん)にご相 (そう)談 (だん)ください。）
· 障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)・自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)受給者証 (じゅきゅうしゃしょう)を取得 (しゅとく)・更新 (こうしん)・喪失 (そうしつ)したとき
· 資産 (しさん)を解約 (かいやく)、処分 (しょぶん)、売却 (ばいきゃく)したとき（資産 (しさん)の状況 (じょうきょう)については、資産 (しさん)の有無 (うむ)や多少 (たしょう)にかかわらず、少 (すく)なくとも年 (ねん)に1回 (かい)の申告 (しんこく)が必要 (ひつよう)です。）
（4） 指導 (しどう)・指示 (しじ)に従 (したが)う義務 (ぎむ)（法 (ほう)第 (だい)６２条 (じょう)）
適切 (てきせつ)な保護 (ほご)をするために、以下 (いか)のような場合 (ばあい)に、担当 (たんとう)ケースワーカーから生活 (せいかつ)保護 (ほご)の目的 (もくてき)の達成 (たっせい)に必要 (ひつよう)な指示 (しじ)や指導 (しどう)をします。指導 (しどう)・指示 (しじ)に従 (したが)わない場合 (ばあい)は、必要 (ひつよう)に応 (おう)じて保護 (ほご)の変更 (へんこう)・停止 (ていし)・廃止 (はいし)を行 (おこな)うことがあります。
· 医師 (いし)の指示 (しじ)に従 (したが)わず、病気 (びょうき)を治 (なお)そうとしないとき。
· 働 (はたら)ける状態 (じょうたい)（病気 (びょうき)完治 (かんち)・学校 (がっこう)卒業 (そつぎょう)・子 (こ)どもの保育 (ほいく)園 (えん)預 (あず)け入 (い)れなど）になったのに、働 (はたら)かないとき。
· 働 (はたら)いていても、本人 (ほんにん)の能力 (のうりょく)から判断 (はんだん)して、十分 (じゅうぶん)働 (はたら)いているとは認 (みと)められないとき。
· 活用 (かつよう)できる資産 (しさん)・制度 (せいど)があるのに、活用 (かつよう)しないとき。

3. 申請 (しんせい)が必要 (ひつよう)なもの
（1） 一時 (いちじ)扶助 (ふじょ)
生活 (せいかつ)保護 (ほご)には、定期的 (ていきてき)に支給 (しきゅう)される保護費 (ほごひ)のほかに、臨時的 (りんじてき)な支出 (ししゅつ)に応 (おう)じた一時 (いちじ)扶助 (ふじょ)があります。以下 (いか)の一時 (いちじ)扶助 (ふじょ)が必要 (ひつよう)な時 (とき)には、担当 (たんとう)ケースワーカーへ事前 (じぜん)に相談 (そうだん)・申請 (しんせい)をしてください。それぞれの支給 (しきゅう)には一定 (いってい)の条件 (じょうけん)や上限 (じょうげん)額 (がく)があります。また、支給 (しきゅう)にあたっては、領収書 (りょうしゅうしょ)等 (とう)の書類 (しょるい)が必要 (ひつよう)になることがあります。

・被服費 (ひふくひ)（保護 (ほご)開始 (かいし)時 (じ)の布団 (ふとん)・平常 (へいじょう)着 (ぎ)）・入学 (にゅうがく)準備 (じゅんび)金 (きん)（ランドセル等 (とう)）　　　　　　
・家具 (かぐ)什器 (じゅうき)費 (ひ)（冷蔵庫 (れいぞうこ)・洗濯機 (せんたくき)等 (とう)）　　・転居 (てんきょ)時 (じ)の敷金 (しききん)等 (とう)、更新 (こうしん)時 (じ)の更新料 (こうしんりょう)
・治療 (ちりょう)材料費 (ざいりょうひ)（眼鏡 (めがね)など）　　　　　　・紙 (かみ)おむつ　
・通院 (つういん)移送費 (いそうひ)（病院 (びょういん)に受 (じゅ)診 (しん)する場合 (ばあい)の交通費 (こうつうひ)。電車 (でんしゃ)・バス等 (とう)はIC運賃 (うんちん)で支給 (しきゅう)）
・高校 (こうこう)制服費 (せいふくひ)・教材費 (きょうざいひ)　　等 (など)
（2） 病院 (びょういん)・薬局 (やっきょく)を利用 (りよう)する場合 (ばあい)（[image: ]医療券 (いりょうけん)・調剤券 (ちょうざいけん)）
　　病気 (びょうき)やけがをしたときは、生活 (せいかつ)保護法 (ほごほう)により指定 (してい)された病院 (びょういん)・診療所 (しんりょうじょ)・薬局 (やっきょく)（以下 (いか)「病院 (びょういん)等 (とう)」という）にかかることができます。病院 (びょういん)等 (とう)が生活 (せいかつ)保護法 (ほごほう)の指定 (してい)を受 (う)けているか、受診 (じゅしん)する前 (まえ)に病院 (びょういん)等 (とう)や生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)に確認 (かくにん)してください。生活 (せいかつ)保護 (ほご)受給中 (じゅきゅうちゅう)は、国民 (こくみん)健康 (けんこう)保険 (ほけん)および後期 (こうき)高齢者 (こうれいしゃ)医療 (いりょう)制度 (せいど)が利用 (りよう)できなくなります。
病院 (びょういん)等 (とう)に受 (じゅ)診 (しん)する際 (さい)は「医療券 (いりょうけん)・調剤券 (ちょうざいけん)」が必要 (ひつよう)となりますので、受診 (じゅしん)する前 (まえ)に、受給証 (じゅきゅうしょう)を持 (も)って本人 (ほんにん)か家族 (かぞく)の人 (ひと)が生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)へ取 (と)りに来 (き)てください。なお、翌月分 (よくげつぶん)の医療券 (いりょうけん)は当月 (とうげつ)20日 (か)以降 (いこう)から発行 (はっこう)できます。
1 「医療券 (いりょうけん)」は、月 (つき)単位 (たんい)で、医療 (いりょう)機関 (きかん)ごとに提出 (ていしゅつ)することになっています。月 (つき)が替 (か)わって受診 (じゅしん)する時 (とき)は、新 (あら)たに「医療券 (いりょうけん)」が必要 (ひつよう)となります。
2 休日 (きゅうじつ)・夜間 (やかん)など市役所 (しやくしょ)が閉 (し)まっているときや、急病 (きゅうびょう)になったときで、「医療券 (いりょうけん)」を取 (と)りに行 (い)けない場合 (ばあい)は、受給証 (じゅきゅうしょう)を受診窓口 (じゅしんまどぐち)に提示 (ていじ)して治療 (ちりょう)を受 (う)けてください。
そして、生活支援課 (せいかつしえんか)と連絡 (れんらく)できるようになったらすぐに連絡 (れんらく)してください。
3 マイナンバーカードを保険証 (ほけんしょう)利用 (りよう)登録 (とうろく)済 (ず)みの方 (かた)は「医療券 (いりょうけん)」が必要 (ひつよう)ない場合 (ばあい)があります。受診 (じゅしん)する前 (まえ)に生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)まで申 (もう)し出 (で)てください。
4 会社 (かいしゃ)などの健康保険証 (けんこうほけんしょう)は引 (ひ)き続 (つづ)き使用 (しよう)してください。ただし、受診窓口 (じゅしんまどぐち)には健康保険証 (けんこうほけんしょう)（保険証 (ほけんしょう)利用 (りよう)登録済 (とうろくず)みのマイナンバーカード）の提示 (ていじ)と「医療券 (いりょうけん)」を提出 (ていしゅつ)する必要 (ひつよう)があります。
5 後発医 (こうはつい)薬品 (やくひん)（ジェネリック医薬品 (いやくひん)）の使用 (しよう)が可能 (かのう)と判断 (はんだん)された場合 (ばあい)は、原則 (げんそく)として後発医薬品 (こうはついやくひん)が調剤 (ちょうざい)されることとなっています。
6 治療 (ちりょう)材料 (ざいりょう)（眼鏡 (めがね)、コルセット、歩行 (ほこう)補助 (ほじょ)杖 (つえ)等 (とう)）について、医師 (いし)が治療 (ちりょう)の一環 (いっかん)として必要 (ひつよう)と判断 (はんだん)した場合 (ばあい)、耐用 (たいよう)年数 (ねんすう)等 (とう)の条件 (じょうけん)を満 (み)たせば給付 (きゅうふ)できます。担当 (たんとう)ケースワーカーにご相談 (そうだん)ください。　
7 施術 (せじゅつ)（接骨院 (せっこついん)、整骨院 (せいこついん)、あんま、はり、きゅう、マッサージ）については、給付 (きゅうふ)に条件 (じょうけん)    がありますので、事前 (じぜん)に担当 (たんとう)ケースワーカーにご相談 (そうだん)ください。
　 
（3） [image: ]介護 (かいご)サービス等 (とう)を受 (う)ける場合 (ばあい)
　　65 歳 (さい)以上 (いじょう)の方 (かた)、40 歳 (さい)以上 (いじょう) 65 歳 (さい)未満 (みまん)の特定 (とくてい)疾病 (しっぺい)（がん末期 (まっき)、関節 (かんせつ)リウマチ等 (とう)）の方がデイサービス、ホームヘルプサービスなどの介護 (かいご)サービス等 (とう)が必要 (ひつよう)な場合 (ばあい)、要介護 (ようかいご)認定 (にんてい)等 (とう)が必要 (ひつよう)となります。別途 (べっと)申請 (しんせい)が必要 (ひつよう)ですので、担当 (たんとう)ケースワーカーにご相談 (そうだん)ください。
4. 減免 (げんめん)制度 (せいど)
　　生活 (せいかつ)保護 (ほご)を受 (う)けている期間 (きかん)は、届 (とど)け出 (で)により、次 (つぎ)の減免 (げんめん)等 (とう)を受 (う)けることができる場合 (ばあい)があります。詳細 (しょうさい)は担当課 (たんとうか)にご相談 (そうだん)ください。
	[bookmark: _GoBack]減免 (げんめん)対象 (たいしょう)
	担当課 (たんとうか)・相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)

	住民税 (じゅうみんぜい)
	市民税課 (しみんぜいか)（本庁舎 (ほんちょうしゃ)2階 (かい)8番 (ばん)窓口 (まどぐち)）

	固定 (こてい)資産税 (しさんぜい)　
	固定資産税課 (こていしさんぜいか)（本庁舎 (ほんちょうしゃ)2階 (かい)9番 (ばん)窓口 (まどぐち)）

	国民年金保険料 (こくみんねんきんほけんりょう)
	保険年金課 (ほけんねんきんか)（本庁舎 (ほんちょうしゃ)2階 (かい)7番 (ばん)窓口 (まどぐち)）

	NHK放送 (ほうそう)受信料 (じゅしんりょう)
	生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)

	粗大 (そだい)ごみ処理 (しょり)手数料 (てすうりょう)
	環境課 (かかんきょう)（本庁舎 (ほんちょうしゃ)3階 (かい)31番 (ばん)窓口 (まどぐち)）

	保育所 (ほいくじょ)の保育料 (ほいくりょう)
	子育 (こそだ)て支援課 (しえんか)（本庁舎 (ほんちょうしゃ)2階 (かい)2番 (ばん)窓口 (まどぐち)）

	学童 (がくどう)保育室 (ほいくしつ)の保育料 (ほいくりょう)
	児童 (じどう)青少年課 (せいしょうねんか)（本庁舎 (ほんちょうしゃ)2階 (かい)4番 (ばん)窓口 (まどぐち)）


[image: ][image: ][image: ]



5. 保護費 (ほごひ)の支給 (しきゅう)について
　　毎月 (まいつき)５日 (か)（５日 (か)が土曜日 (どようび)・日曜日 (にちようび)・祝日 (しゅくじつ)の場合 (ばあい)は前日 (ぜんじつ)）が保護費 (ほごひ)の支給 (しきゅう)日 (び)となります。保護費 (ほごひ)の受取 (うけとり)は委任 (いにん)できません。
保護費 (ほごひ)の受 (う)け取 (と)りは、口座 (こうざ)振込 (ふりこ)みが便利 (べんり)です。口座 (こうざ)振込 (ふりこ)みを希望 (きぼう)される方 (かた)は担当ケースワーカーにご相談ください。
生活支援課 (せいかつしえんか)の窓口 (まどぐち)で保護費 (ほごひ)を受 (う)け取 (と)る場合 (ばあい)は、印鑑 (いんかん)と受給証 (じゅきゅうしょう)が必要 (ひつよう)となります。
保護費 (ほごひ)の金額 (きんがく)については決定 (けってい)通知書 (つうちしょ)にてお知 (し)らせします。決定通知書の見方が分からない、通知内容に疑問がある際は担当ケースワーカーにお問い合わせください。　　　
決定通知書 (けっていつうちしょ)は保護費 (ほごひ)の金額 (きんがく)に変更 (へんこう)がない月 (つき)には送付 (そうふ)されませんのでご注意 (ちゅうい)ください。
[image: ]６.家庭 (かてい)訪問 (ほうもん)
　　生活保護 (せいかつほご)が開始 (かいし)になった場合 (ばあい)は、生活保護 (せいかつほご)を適切 (てきせつ)に実施 (じっし)するため、生活支援課 (せいかつしえんか)の担当 (たんとう)ケースワーカーが定期的 (ていきてき)に訪問 (ほうもん)します。相談 (そうだん)に応 (おう)じるとともに、保護費 (ほごひ)を生活 (せいかつ)の変化 (へんか)に応 (おう)じて適正 (てきせい)に決定 (けってい)するため、収入 (しゅうにゅう)や生活状況 (せいかつじょうきょう)などをお聞 (き)きします。

７.支援 (しえん)制度 (せいど)
（1） 就労 (しゅうろう)支援 (しえん)
求職 (きゅうしょく)活動中 (かつどうちゅう)の方 (かた)を対象 (たいしょう)に、就労 (しゅうろう)支援員 (しえんいん)がハローワークと連携 (れんけい)して求人 (きゅうじん)情報 (じょうほう)の提供 (ていきょう)、履歴 (りれき)書 (しょ)の書 (か)き方 (かた)、面接 (めんせつ)対策 (たいさく)など就職 (しゅうしょく)に向 (む)けた支援 (しえん)を行 (おこな)っております。ご希望 (きぼう)する場合 (ばあい)は、担当 (たんとう)ケースワーカーにご相 (そう)談 (だん)ください。

（2） 教育 (きょういく)支援 (しえん)　
[image: ]教育 (きょういく)支援員 (しえんいん)が家庭 (かてい)訪問 (ほうもん)を行 (おこな)い学校 (がっこう)生活 (せいかつ)の相談 (そうだん)、進路 (しんろ)相談 (そうだん)に対応 (たいおう)いたします。生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)窓口 (まどぐち)でもご相 (そう)談 (だん)いただけます。
また小学生 (しょうがくせい)～高校生 (こうこうせい)を対象 (たいしょう)として、学校 (がっこう)の宿題 (しゅくだい)や定期 (ていき)テスト対策 (たいさく)を行 (おこな)う学習 (がくしゅう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)を市内 (しない)２か所 (しょ)で行っております。ご希望 (きぼう)する場合 (ばあい)は、担当 (たんとう)ケースワーカーにご相 (そう)談 (だん)ください。

８.保護費 (ほごひ)を返 (かえ)していただく場合 (ばあい)があります
（1） 保護費 (ほごひ)の返還 (へんかん)
1 生活 (せいかつ)の変化 (へんか)や収入 (しゅうにゅう)の増加 (ぞうか)により、月 (つき)の初 (はじ)めに支給 (しきゅう)した保護費 (ほごひ)が結果 (けっか)として多 (おお)くなったときは、多 (おお)い分 (ぶん)だけ返 (かえ)していただきます。
2 資産 (しさん)を売却 (ばいきゃく)した、保険金 (ほけんきん)を受 (じゅ)給 (きゅう)した、年金 (ねんきん)をさかのぼって受給 (じゅきゅう)した等 (とう)の資力 (しりょく)があったにもかかわらず、生活に困窮して保護 (ほご)を受 (う)けた場合には、その受 (う)けた金品 (きんぴん)に相当 (そうとう)する範囲内 (はんいない)（医療費 (いりょうひ)、介護費 (かいごひ)等 (とう)を含 (ふく)む）の額 (がく)を返 (かえ)していただきます。その場合 (ばあい)の医療費 (いりょうひ)は10割 (わり)負担 (ふたん)で返還 (へんかん)していだだきます。（法 (ほう)第 (だい)６３条 (じょう)）

（2） 不正受給 (ふせいじゅきゅう)の費用徴収 (ひようちょうしゅう)と罰則 (ばっそく)
1 事実 (じじつ)と違 (ちが)う申請 (しんせい)や収入 (しゅうにゅう)があったのに申告 (しんこく)しなかった場合 (ばあい)など、不正 (ふせい)な手段 (しゅだん)により保護費 (ほごひ)を受 (う)け取 (と)ったときは、返 (かえ)していただきます。
2 また、その金品 (きんぴん)を徴収 (ちょうしゅう)されるだけでなく、法律 (ほうりつ)により罰 (ばっ)せられることがあります。（法 (ほう)第 (だい)７８条 (じょう)、法 (ほう)第 (だい)８５条 (じょう)）

９.[image: ]民生 (みんせい)委員 (いいん)や市 (し)の関係課 (かんけいか)、学校 (がっこう)にお知 (し)らせします
　　生活保護開始時 (せいかつほごかいしじ)や廃止 (はいし)時 (じ)、転居 (てんきょ)時 (じ)など、保護 (ほご)の内容 (ないよう)に重要 (じゅうよう)な変更 (へんこう)があった場合 (ばあい)は、お住 (すま)いの地区担当民生委員 (ちくたんとうみんせいいいん)や市役所 (しやくしょ)の関係 (かんけい)各課 (かくか)にお知 (し)らせをし、小中学生 (しょうちゅうがくせい)のお子 (こ)さんがいらっしゃる場合 (ばあい)には学校 (がっこう)にもお知 (し)らせします。


ご不明 (ふめい)な点 (てん)がございましたら、お問 (と)い合 (あ)わせください
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